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【主題および達成目標】

物質の磁性の基礎知識の習得と理解を目標とする。電子は電荷の他に固有の角運動量と磁気能率を持

つ。電子間にはクーロン相互作用としてよく知られた電荷の相互作用が働くが、その帰結として磁気能率

間にも交換相互作用と呼ばれる相互作用が生じる。この相互作用をする電子の集団の磁場応答を扱うのが

磁性学である。

 

講議では自由原子の磁気モーメント、交換相互作用と共有結合、スピンの秩序状態、相転移、スピンの集

団運動、伝導電子の磁性、磁性の微視的実験方法について述べる。

 

磁性は格子力学、誘電率や電子の輸送現象等の諸物性とも密接に関係する。それゆえ、磁性学は「物質の

性質を磁性を通して研究する学問」ともいえる。講議の目標は諸物性の関連性を明らかにしながら磁性体

の工学的応用の基礎と展望を与えることにある。

【前もって履修しておくべき科目】

「学部レベルの」電磁気学、量子力学、統計力学、物性物理学

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

　

【教科書等】

金森 順次郎 著　「磁性」　培風館
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【授業内容とその進め方】

通常の講義形式で、授業の終わりにレポート課題を出す。

講義の内容は以下の通り。

 

1．原子の磁気モーメント

２．交換相互作用と共有結合

３．スピンの秩序状態

４．相転移と無秩序状態

５．磁気異方性

６．スピンの集団運動

７．伝導電子の磁性

８．金属の秩序磁性

９．磁性の微視的実験方法

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

期末試験（５０％）と適宜行うレポート（５０％）による。

 

磁性の基本的課題を問う。合格点は６０点

【オフィスアワー：授業相談】

適宜

【学生へのメッセージ】

磁性の基礎知識の習得をとおして物性物理の理解を深めて欲しい。　

【その他】

　


